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学会の様子

会期中の参加者：1100人



発表の様子１

ポスターセッション:
11月3日（火）（最終日）

時間：16：30－18：00

場所：Poster Area



発表内容

日本における睡眠呼吸障害の重症度と
トラック運転者の交通事故との関連
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Figure 2. Association between severity of 
sleep-disordered breathing and autonomic nerve function
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発表の様子２

発表について、約40人の
方々とディスカッション

アメリカ、カナダ、ロシア、ドイ
ツ、オーストラリア、イラン、

スエーデン、日本等



質問・コメント

C１：日本におけるSAS患者の運転に関する規則について

C２：ESS等の主観的な質問紙はいつも正確な回答を得る

ことができない

C３：睡眠呼吸障害であるということが職場に知られること

により、解雇される可能性を心配するということが同じ

C４：睡眠呼吸障害の重症度が高いほど、自律神経機能が

よくないということが興味深い

C５：PVT等の指標の測定もしたか

C６：睡眠呼吸障害も認知症もそうだが、国が何らかの対策

をして、正しい治療や安全な自動車の運転ができるよ

うな施策が必要である



学会発表内容について

• 睡眠と交通事故等に関する発表はほとん
どなかった

• 個人的には睡眠呼吸障害と認知症との関
連が強く認められていたことについてが
印象的であった

• さらに、睡眠と健康のシンポジウムにお
ける、男女の睡眠の差についての発表が
興味深かった



• 高齢者の認知症に関連する交通事故の

問題

• 生活習慣、自律神経機能と交通事故

• 公衆衛生学において交通事故を扱うこと

が必要とされている

今後の研究について



謝辞

本学会発表について、ご指導いただきました

順天堂大学大学院医学系研究科公衆衛生学教
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イスタンブール トプカプ宮殿
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